
編
集
委
員

甲
斐
睦
朗

元
国
立
国
語
研
究
所
所
長

髙
木
ま
さ
き

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授

光
村
図
書
出
版
株
式
会
社　
編
集
部

河
合
章
男

俳
句
図
書
館　
鳴
弦
文
庫
館
長

飯
田 

良

秀
明
大
学
特
任
教
授

宗
我
部
義
則

お
茶
の
水
女
子
大
学

附
属
中
学
校
副
校
長

森
山
卓
郎

早
稲
田
大
学
教
授

藤
森
裕
治

文
教
大
学
教
授

冨
山
哲
也

十
文
字
学
園
女
子
大
学
教
授

井
上
一
郎

前
京
都
女
子
大
学
教
授

仁
田
義
雄

大
阪
大
学
名
誉
教
授

田
中
牧
郎

明
治
大
学
教
授

松
野
洋
人

山
梨
学
院
短
期
大
学

特
任
教
授

甲
斐
利
恵
子

軽
井
沢
風
越
学
園
教
諭

佐
藤
洋
一

愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授

池
上 

彰

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

阿
辻
哲
次

京
都
大
学
名
誉
教
授

阿
部 

昇

秋
田
大
学
名
誉
教
授

上
谷
順
三
郎

鹿
児
島
大
学
教
授

石
野
正
彦

前
上
越
教
育
大
学
教
授

田
中
洋
一

東
京
女
子
体
育
大
学

名
誉
教
授

佐
渡
島
紗
織

早
稲
田
大
学
教
授

三
浦
登
志
一

山
形
大
学

学
術
研
究
院
教
授

萩
中
奈
穂
美

福
井
大
学
准
教
授

植
田
恭
子

前
大
阪
市
立
昭
和
中
学
校

教
諭 幾

田
伸
司

鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
教
授

岸
田
正
幸

和
歌
山
信
愛
大
学
教
授

舟
橋
秀
晃

大
和
大
学
教
授

中
村 

浩

山
口
短
期
大
学
教
授

渡
邉
光
輝

お
茶
の
水
女
子
大
学

附
属
中
学
校
教
諭

高
橋 

伸　

札
幌
国
際
大
学
教
授

市
原
恭
代

工
学
院
大
学
准
教
授 

N
P
O
法
人

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
機

構（
C
U
D
O
）理
事

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

関
す
る
校
閲

出
口
真
紀
子

上
智
大
学
教
授

人
権
に
関
す
る
校
閲

氏
間
和
仁

広
島
大
学
大
学
院
教
授

特
別
支
援
教
育
に

関
す
る
校
閲

浜
田
麻
里

京
都
教
育
大
学
教
授

外
国
人
児
童
生
徒
等
教
育
に

関
す
る
校
閲

小
貫 

悟

明
星
大
学
教
授

学
習
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

関
す
る
校
閲

木
村
玲
欧

兵
庫
県
立
大
学
教
授

防
災
教
育
に

関
す
る
校
閲

学
習
指
導
書

光
村
の

　

新
版
教
科
書
の
編
集
方
針
や
教
材
系
統
の
解
説
、
年
間
指
導
計
画
な
ど
、
基

本
的
・
体
系
的
な
資
料
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
国
語 
学
習
指
導
書 

総
説
編

図説 デジタル教科書・教材活用ガイド

づ
く
り
に
役
立
つ
冊
子
、「
図
説 

デ
ジ

タ
ル
教
科
書
・
教
材
活
用
ガ
イ
ド
」 

を

収
録
し
ま
し
た
。

【
付
録
】

・
Ｃ
Ｄ

本
文
テ
キ
ス
ト
、
振
り
仮
名
付
き
本

文
紙
面
、
朗
読
音
声
な
ど
。

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

教
科
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ（
動
画
・

音
声
）、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

教
材
の
解
答
・
解
説
な
ど
。

　
教
材
研
究
や
指
導
展
開
例
、
評
価
規
準
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

に
い
ざ
な
う
具
体
的
な
ヒ
ン
ト
、
板
書
例
な
ど
、
授
業
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
資
料
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し
た
授
業

中
学
校
国
語 

学
習
指
導
書

　
思
考
・
判
断
・
表
現
の
き
っ
か
け
と
な
る
着
眼
点
や
指
導
上
の
留
意
点
を
精

選
し
て
、
赤
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
国
語 

教
師
用
指
導
書 

（
朱
書
）

　
教
科
書
の
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
す
。

授
業
に
役
立
つ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
集 

（
ワ
ー
ド
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
付
き
）

72 73

星の花が降るころに授業実践例❹

実
践
編

指導時期　2 学期
指導時間　5 時間

教科書
P.106-115

時間 学習活動 デジタルの活用場面 指導上の留意点など

1
〜
2

全文を通読し、「私」を中心
に作品の内容を押さえる。
①本文を通読する。
② �時や場所、登場人物の組
み合わせなどに注意して、
作品を幾つかの場面に分
ける。� 【課題１ - ①】

③ �場面の展開に沿って、
「私」の気持ちの変化を表
などにまとめる。

� 【課題１ - ②】

・・ �教科書画面を提示し、単元の
流れや学習の目標をクラス全
体で確認する。 指デ

② �ふせんやスタンプ機能を用い
て時や場所、登場人物を整理
し、場面を捉えさせる。学デ

・・「捉える」ワークで、出来事を
並べて作品の大筋を捉えさせる。
学デ
③ �「私」の気持ちがわかる部分に
線機能を用いてマーカーを引
き、気持ちの変化をまとめさ
せる。 学デ

・・ �線機能で時や場所がわかる
部分にマーカーを引かせて
から整理させてもよい。

・・ �気持ちの変化に着目させる
ため、読み取れる気持ちに
よってマーカーの色を使い
分けるなどの工夫を促すと
よい。

3
〜
4

場面や描写を結び付けて内
容を解釈する。� 【課題２】
④ �提示された場面や描写を
整理・比較することで、
どんなことが読み取れる
か伝え合う。

⑤ �「雪が降るように」のよう
な比喩表現を探し、どん
な情景や気持ちを表して
いるか考える。

④ �繰り返し描かれている物や場
所、表現を比較し、読み取れ
ることをマイ黒板や思考ツー
ルを用いてまとめさせる。

　 学デ
⑤ �比喩表現を探し、線機能を用
いてマーカーを引き、情景や
気持ちを捉えさせる。 学デ

・・ �どの思考ツールを用いるか、
生徒に自由に選ばせても
よい。

5

印象に残った場面や描写を
語り合う。� 【課題３】
⑥ �解釈を基に、印象に残っ
た箇所とその理由をグ
ループで述べ合う。

⑦学習を振り返る。
� 【振り返る】

・・動画資料「安東さんから皆さ
んへ」を視聴する。 指デ
⑥ �印象に残った場面や描写を選
び、理由をマイ黒板にまとめ
させる。 学デ

⑦ �読み取ったことをふまえ、こ
の後、作品がどう続いていく
かを文書作成ソフトを用いて
簡潔に書かせる。 ICT

・・ �交流をする際には、友達の
意見を聞いて考えたことも
含めて、マイ黒板にまとめ
させるとよい。

学習の流れ

観点 指導目標 評価規準

知
識
・
技
能

・・比較や分類、関係づけなどの情報の整理の
しかたについて理解を深め、それらを使う
ことができる。

� ［知・技（2）イ］

・・比較や分類、関係づけなどの情報の整理の
しかたについて理解を深め、それらを使っ
ている。

思
考
・
判
断
・
表
現

・・場面と場面、場面と描写などを結び付けて、
内容を解釈することができる。

� ［C読む（1）ウ］

・・「読むこと」において、場面と場面、場面
と描写などを結び付けたりして、内容を解
釈している。

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

・・言葉がもつ価値に気づくとともに、進んで
読書をし、我が国の言語文化を大切にして、
思いや考えを伝え合おうとする。

� ［学びに向かう力、人間性等］

・・進んで場面と場面、場面と描写などを結び
付けて、内容を解釈し、学習の見通しをもっ
て考えを伝え合おうとしている。

指導目標と評価

デジタル活用のポイント

・・場面や描写の結び付きに着目させるために、線機能や思考ツールなどを用いて視覚的に整理・比
較しながら読解を進める。そのうえで、自分なりに考えたことなどをマイ黒板を用いて可視化し、
意見の交流がしやすいように活用する。 学デ

・・学習を振り返る活動ではMicrosoft�Wordなどの文書作成ソフトを用いることで、下書きや推敲
などの作業を効率よく進める。 ICT

関連 学習指導書1上・P315

星の花が降るころに
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